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第 64 巻 9 号 2016 年 9 月）、神余隆博論文
（「Brexit が問いかける欧州統合の根本問
題―その地政学的考察」『月間資本市場』373






















































オータリー』第 20巻 1号 2016年）は、EU
離脱後のイギリスの金融・資本市場につい
て、金融機関が EU 加盟国の一つで EU 規
制の認可を受ければそれが EU 域内の他国
で営業ができるという単一市場パスポート
を確保できればいいが、そうでない場合、
EU 域外の金融業者は欧州本部をロンドン
から他の EU 域内国に移す可能性が高くな
り、イギリスにとっては影響が大きくなる
し、イギリス、EUの金融・資本市場のパイ
全体が縮小する可能性もあると指摘する。 
岡部暘二論文（「Brexitは英国経済成長の
鍵」『国際金融』1289号 2016年 10月）は、
イギリスの EU から離脱は、移民問題では
なく、EU内において、フランスの力が低下
し、圧倒的な力を持ち始めているドイツか
らの主権回復であると述べ、離脱後も「国際
取引に不可欠のタックスヘイヴンを擁する
『ロンドン市場』がその多様性と柔軟性を
一段と強め、世界の金融・資本市場の中心と
して繁栄」すると考える。 
イギリスの EU 離脱はイギリスをどのよ
うな方向にもっていくのであろうか。山下
論文が言うようにスコットランドの独立へ
とつながるのだろうか。また、イギリスの離
脱によって、アメリカ、ヨーロッパ、アジア
はどのような変化を求められるのであろう
か。世界経済のシステムが大きく変わって
いくことになればヨーロッパ諸国だけでは
なく、日本、アメリカも含めた世界経済全体
に大きな影響を与えることになる可能性は
ある。いよいよ動きを始める英国の EU 離
脱の行方を注意深く見る必要がある。 
